





























































Jankélévitch, V., 1966, La Mort. Paris Flammarion. （＝1978，仲沢紀雄訳『死』みすず書房．）
天童荒太、2008、『悼む人』文藝春秋．
１ 「他者の死を前にして、仮に難を免れている人間は、即時の感得によって、今日指名された犠牲者との運命の
兄弟関係を実感する」（Jankélévitch 1966=1978: 27）
